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研究成果概要	

2017 年（平成 29 年）12 月 18 日	(月)	、19 日	(火)、東京大学	柏キャンパス	図書館メディアホールにおいて、

研究会「高エネルギーガンマ線でみる極限宇宙	 2017」を開催した。CTA-Japan 主催で、2009 年度（2010 年 1 月）

から開始された研究会は、今年度で 9年目となった。また、本年度は、研究費助成事業（科学研究費補助金）基盤研

究（S）(2017 年度-2021 年度)「CTA	大口径望遠鏡アレイによる極限宇宙の研究」の初年度にあたり、さらなる展開

を目指して、多くの研究者により開かれた研究会として開催された。	

	 研究会は以下のような構成で行われた。講演者と講演題目は以下の URL に掲載した。講演数は 18 件で、講演は英

語で行われた（2015 年度より英語で開催している）。約 70 名の参加（講演者も含む）があった。講演者のスライド

は以下の URL にて公開している。	

	 http://www.cta-observatory.jp/workshop/CTA-J/2017/	

	 Session	1	:	TeV	Gamma-ray	Astronomy	and	CTA	project	



		Session	2	:	Multi-messenger	Astronomy:	Neutrino,	X-ray,	Optical/NIR	

		Session	3	:	Galactic	and	Extragalactic	Objects	(GRB),	Session	4	:	Galactic	and	Extragalactic	Objects	(SNR)	

		Session	5	:	Multi-messenger	Astronomy	:	Gravitational	Wave,	Session	6	:	Dark	Matter	

		Session	7	:	X-ray	and	Gamma-ray	Project,	Session	8	:	Galactic	and	Extragalactic	Objects	(pulsar)	

	 まず、1 日目の Session	1 では、冒頭で CTA 及び CTA-Japan の組織とその運営について紹介された後、CTA 北サイ

トであるラ	パルマでは大口径望遠鏡 1 号機の建設が順調に進み、2018 年後にはファーストライトを迎える予定であ

ることが報告された。次に、銀河系内／外の TeV ガンマ線天体のレビューがあった。続いて Session	2 のマルチメッ

センジャー天文学では、午前中に全天 X 線監視装置 MAXI の突発天体の観測のレビューがあり、午後からは

IceCube-170922A について、高エネルギーニュートリノ、ガンマ線、光学/近赤外のそれぞれの観測結果について報

告があった。Session	3 では、MAGIC 望遠鏡による TeV ガンマ線領域の具体的な突発天体の観測例として、GRB	160821B

や Session	2 で議論された IceCube-170922A の対応天体と考えられる BL	Lac	TXS	0506+054 の観測結果が議論された。

これらの成果は、今後の Gamma-Ray	Burst、重力波候補天体、Fast	Radio	Burst などの突発天体の CTA 大口径望遠鏡

の観測につながっていくものと期待でき、CTA のマルチメッセンジャー天文学への寄与が待たれる。1 日目の最後の

Session	4 では、超新星残骸における宇宙線の加速効率について、ガンマ線、X 線、電波の多波長天文学でどのよう

に迫るかについて、若い超新星残骸Tycho、RX	J1713.7-3946、RXJ	0852.0-4622、HESS	J1713-347、RCW86、HESS	J1912+101、

比較的年老いた超新星残骸 W44、IC443 について議論された。CTA で期待される空間分解能の高い TeV ガンマ線のデ

ータと、X線、電波の質のよいデータを組み合わせることにより、宇宙線の加速効率をより精密に明らかにしていく

ことが可能になることが期待される。	

	 2 日目の午前中は、３つの 50 分の基調講演が行われた。Session	5 では、2017 年に新しい天文学の幕開けとして

歴史に刻まれた、重力波天体 GW170817 の電磁波同時観測の結果について、観測と理論の両面から詳細なレビューが

あった。CTA の中でも大口径望遠鏡は、重力波からのアラートをいちはやく活かせる駆動力を有しているため、今後

緊密な連携を行っていくことが確認された。また、Session	6 ではダークマターについては、素粒子的な観点からWIMPs	

(Weakly	Interacting	Massive	Particles)についてレビューがあった。期待されている矮小銀河のダークマター探査

については、光学観測で前景の星の影響などの系統誤差を取り除く計画が進行中であることが紹介された。午後には、

CTA の感度で実際の矮小銀河のダークマターからのガンマ線信号がどの程度期待できるかの評価について報告され

た。Session	7 では、X線天文衛星「ひとみ」の後継機である XARM（X-Ray	Astronomy	Recovery	Mission）と hard	X

線のイメージング機能をもった FORCE について、その計画とそのサイエンスについて紹介があった。次に、高い空間

分解能が期待できる GeV 領域のガンマ線観測プロジェクトである GRAINE の現状と今後の気球実験について紹介があ

った。これらの計画が実現する時期は、CTA が本格稼働する時期と重なっているため今後の連携が重要であることが

確認された。最後の Session	8 では、CTA 大口径望遠鏡の重要なサイエンスのターゲットであるパルサーとパルサー

星雲について、Fermi 衛星で得られたこの 10 年間のレビューが行われ、今後 CTA によってどのような展開が見込め

るかについて議論された。特に、電波で暗いミリ秒パルサーは、伴星からパルサーへのガスの供給とパルサー風によ

る伴星のガスのはぎ取り効果による連星の進化過程が興味深く、CTA によるさらなる探査が待たれている。今回は、

電磁波だけではなく、ニュートリノと重力波を含めたマルチメッセンジャー天文学が実際の観測例をもとに活発に議

論が行われ、今後の展開や CTA の戦略について、さまざまな可能性を探ることができた。	
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